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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111 　

菊
池
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
の

一
環
と
し
て
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど

（
電
動
式
を
含
む
）
を
購
入
す
る
市

民
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
処
理
容
器
な
ど

　

生
ご
み
を
堆
肥
と
し
て
再
生
処
理

す
る
容
器
お
よ
び
電
動
式
生
ご
み
処

理
機
で
あ
っ
て
、
耐
久
性
に
優
れ
て

い
る
も
の
。

補
助
の
対
象
者

　

菊
池
市
に
居
住
し
、
処
理
容
器
な

ど
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
一
般
市
民
。

補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額

　

１
世
帯
処
理
容
器
１
器
に
つ
き
購

入
価
格
の
１
／
２
以
内
と
し
、
電
動

式
の
場
合
２
０
、０
０
０
円
、
そ
の

他
は
３
、０
０
０
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま

す
。

提
出
書
類

• 

交
付
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
申
請
書

及
び
請
求
書

• 

購
入
者
お
よ
び
購
入
価
格
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
。
レ

シ
ー
ト
は
不
可
）

• 

処
理
容
器
の
性
能
な
ど
が
確
認
で

き
る
カ
タ
ロ
グ
な
ど

• 

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
す
る
書
類

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

環
境
課
、
七
城
・
旭
志
・
泗
水
の

各
総
合
支
所
民
生
課

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
満
20
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人
が

参
加
で
き
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行

政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
で
す
。
満
40
歳
か
ら
69

歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
し
た
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
に
募
集

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
19
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
中
央
公
民
館
大
研
修
室

内　

容　

青
年
海
外
協
力
隊
概
要
説

明
＆
体
験
談
発
表

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.jic
a
.g
o
.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

　

☎
０
９
６
（
３
５
９
）
２
１
３
０

　

現
在
、
３
月
29
日
か
ら
市
営
住
宅

補
充
入
居
者
の
募
集
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
き
く

ち
３
月
15
日
６
ペ
ー
ジ
ま
た
は
菊
池

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
受
付
期
間

　

４
月
11
日
（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

住
宅
課
住
宅
係
、

　

各
総
合
支
所
建
設
課

　

こ
の
大
会
は
、
児
童
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
た
く
ま
し
い
体

力
と
旺
盛
な
る
気
力
を
養
い
、
楽
し

い
小
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目

的
に
、
第
１
回
大
会
と
し
て
、
菊
池

市
内
の
小
学
校
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。

　

な
お
、
参
加
チ
ー
ム
は
、
男
子
の

部
・
女
子
の
部
に
分
け
、
同
一
小
学

校
区
に
在
住
す
る
小
学
生
で
編
成
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

隈
府
小
学
校
は
、
市
民
体
育
祭
の

地
区
割
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
お
よ

び
各
地
区
単
独
チ
ー
ム
の
参
加
も

認
め
ま
す
。

と　

き　

４
月
22
日
（
土
）

と
こ
ろ　

菊
池
公
園
多
目
的
広
場
等

種　

別　

男
女
各
Ａ
・
Ｂ
パ
ー
ト

※
チ
ー
ム
平
均
学
年
に
よ
り
分
け
る

申
込
期
日　

４
月
13
日
（
木
）

※ 

申
込
書
は
各
小
学
校
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
体
育
課

　

若
年
者
委
託
訓
練
は
、
早
期
安
定

就
労
を
必
要
と
す
る
若
年
者
の
人
を

対
象
に
民
間
教
育
機
関
（
専
門
学
校

な
ど
）
で
実
技
講
習
と
企
業
で
職
場

実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
こ

れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
修
得
で
き
る

よ
う
応
援
す
る
職
業
訓
練
で
す
。

訓
練
コ
ー
ス
名

　

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
科

申
し
込
み
資
格

　

高
卒
、
大
卒
な
ど
の
未
就
職
者
お

よ
び
35
歳
以
下
の
人
で
公
共
職
業
安

定
所
に
求
職
申
し
込
み
し
て
い
る
離

職
者

訓
練
定
員　

20
人

訓
練
期
間

　

６
月
１
日（
木
）〜
10
月
24
日（
火
）

募
集
期
間

　

４
月
20
日（
木
）〜
５
月
８
日（
月
）

訓
練
会
場　

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ

コ
ン
ス
ク
ー
ル
山
鹿
校
（
山
鹿
市
山

鹿
１
番
地
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
３
Ｆ
）

申
し
込
み
先

　

最
寄
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
職
業
相
談
の
う
え

受
講
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ
ン

タ
ー　

委
託
訓
練
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
０
３
９
４

　

熊
本
地
方
法
務
局
菊
池
出
張
所
で

扱
っ
て
い
る
す
べ
て
の
登
記
事
務

は
、
４
月
17
日
（
月
）
か
ら
同
局
大

津
出
張
所
で
扱
い
ま
す
。

　

同
局
菊
池
出
張
所
の
運
営
に
は
、

こ
れ
ま
で
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
御

厚
情
と
御
厚
誼
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
５

　

同
局
大
津
出
張
所

　

☎
０
９
６
（
２
９
３
）
２
２
７
２

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の

購
入
に
対
し
て
、補
助
金
の

交
付
制
度
が
あ
り
ま
す

「
あ
な
た
の
夢
を
、世
界
の
力
に
」

青
年
海
外
協
力
隊募

集
説
明
会

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
の

募
集
を
し
て
い
ま
す

菊
池
市
内
小
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　

参
加
者
募
集

ス
キ
ル
が
活
き
る
若
者
の

た
め
の
公
共
職
業
訓
練

法
務
局
菊
池
出
張
所
で
の

登
記
事
務
は
、大
津
出
張
所

で
取
り
扱
い
ま
す

皆さんの参加をお待ちしています

　菊池市民憲章・市木・市花および市鳥は、市民公
募により応募頂いた作品を、市民憲章等制定委員会
で検討・選考され、同委員会から市長に対し報告書
が提出されました。
　その報告に基づき、パブリック・コメント手続を
実施した上で、合併１周年を迎える３月 22日に制
定しました。
　この度の制定にあたり、協力頂いた市民の皆さん
と市民憲章等制定委員会の皆さんにお礼を申し上げ
ます。
　次のとおり、市民憲章・市木・市花・市鳥を紹介
し、市民公募の入賞者を発表します。（敬称略）

市民憲章
最優秀賞　鋤本一則
優秀賞　前田千鶴、永田京子、中山久代
入選　清水廣子、島津孝明、今坂鐵哉、平島敏光
市木「さくら（桜）」
採用作品賞　木下祥子
入選　唐津菜帆、川上敏夫、
　　　五丁克彦、田代　楓
市花「きく（菊）」
採用作品賞　赤星洋子
入選　城　修一、安東綾子、
　　　中村良美、服部秀雄
市鳥「うぐいす（鶯）」
採用作品賞　今坂智徳
入選　城　慎一、茂田けい子、
　　　倉永建靜、田代文恵

２月９日、福村市長に市民憲章等制定委員会で検討・選考された報告書を
提出する、同委員会の茅嶋委員長（左）

市木・花・鳥の作品賞の
抽選をする福村市長

菊池市民憲章
一、菊池市民は、伝統を重んじ教養を高めて、
　　文化のかおるまちをつくります。
一、菊池市民は、自然を愛し、
　　水とみどりの美しいまちをつくります。
一、菊池市民は、健康で温かい家庭を築き、
　　明るいまちをつくります。
一、菊池市民は、仕事に励み、
　　活力に充ちた豊かなまちをつくります。
一、菊池市民は、きまりを守り助け合い、
　　住みよいまちをつくります。

菊池市民憲章および
市木・市花・市鳥が決定しました

と　き　５月５日（こどもの日）
ところ　菊池カントリークラブ（旧スポーツ振興）
出場定員　先着順に受け付け、定員 200人になり次第締め切ります
プレー料　特別料金 10,000 円
　　　　　（１ラウンドプレー料、参加料、食事券付、税込み）
申 し込み　４月１日（土）から菊池カントリークラブ予約係まで申し
込んでください。
主　催　菊池市ゴルフ協会
問い合わせ先　菊池カントリークラブ　☎（27）1121

　多くの人に、地球の「いのち」、生きる
ものすべての「いのち」の大切さを知っ
てもらい、次の世代に明るい未来をのこ
すために開催します。
と　き
　４月 16日（日）午前９時 30分
ところ　公立菊池養生園診療所
テーマ　「いのちと生きる力」
講　演
　午前 10時開演　講師　石原結實氏
　 （伊豆ヒポクティックサナトリウム所長、
イシハラクリニック院長　医学博士）
その他
　地球温暖化防止のため、お越しの際は
できるだけ公共交通機関をご利用くださ
い。
問い合わせ先
　菊池養生園診療所　☎（38）2820

と　き　４月９日（日）
　　　　午前 10時から
ところ　市民広場特設ステージ
内　容
　・合併功労者表彰
　・ 市民憲章、市の木・花・鳥の発表お

よび表彰
　・市木の植樹祭
　・市民の交流イベント
　・ 記念ライブ（バラエティ、ドラマ、
CMでお馴染みの中川家・小野真弓
ほか）

　他にも、菊池特産うまいもの店やミニ
SL、ふれあい動物園などのファミリー
パーク、ゲームランドなど、お楽しみイ
ベント満載でお待ちしています。詳しい
内容は、菊池市ホームページおよび別添
のチラシをご覧ください。
問い合わせ先　企画振興課

中川家 小野真弓

菊池市合併１周年記念事業
～菊池市民ふれあい祭り～

いのちと生きる力
2006年養生園祭

第20回まちおこしチャリティー菊池ゴルフ大会
参加者募集


